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連 橋爪 法一 (吉川区代石) 
絡 上野 公悦 ( ) 
先 平良木哲也 (上中田(金谷区)) 

上越保健所管内感染症患者発生状況 
（9月3日現在） 

ＰＣＲ検査実施件数 16,502件(前週＋722) 
 管内陽性件数     288件(前週＋28) 
 上越市内陽性件数   245件(前週＋23) 
 陽性率      1.745％(前回1.648％) 

 いわさわ健さんの話題が、市内で徐々に沸

騰しつつあります。新道地区では、ある女性

が｢いわさわさん

の名前は聞いて

い ま す。孫 も

『車で病院のこ

と言ってたよ』

とうれしそうで

した｣とのこと。 

 また、仲町で

は、いわさわさ

んのお店に閉店

間際に駆け込んできた人がリーフレットを見

るなり、｢おまんの言うこと、みんなそうだ

わ。病院大事だし、コロナで困ってんの助け

てもらわんと｣と共感。｢友人に配る｣とリーフ

レットを何枚も持って行きました。 

 こうした中、悩みを話す人も訪れていま

す。カラオケリースの業者さんは、｢飲食店へ

の休業要請には協力金があるけど、われわれ

には支援が届かない｣と嘆いていたとのこと。 

 いわさわさんは、｢こうした人にこそ、しっ

かりと救いの手を差しのべなくては｣と、行政

の支援の必要性を訴えています。 

 

 

 

 

 花角県政は、県の財政悪化を背景に、命を

ないがしろにする国の医療政策を先取りし

て、県民を無視して淡々と進めています。 

① 県立病院の市・町への移譲と民営化、県

央圏域の公立・公的病院の再編統合 

 柿崎病院、妙高病院、松代病院、津川病院

の４病院は、機能・規模の縮小を検討しつ

つ、市町主体の運営への移管を提案していま

す。 

 関係する首長から、｢市や町での運営は無

理。県で運営してほしい｣と返答されても、

どこまでも｢話し合いを続けていく｣として、

撤回する姿勢を示していません。 

 しかし、医師やスタッフの確保の点におい

ても、病院運営の点においても、財政力の大

きい県立のほうが安定的な病院運営ができる

ことが明白です。 

 加茂病院、吉田病院の２病院は、機能・規

模の縮小と、｢民間活力を活かした運営｣を口

実に、民間への譲渡に向けた打診を進めてい

ます。 

 この件でも、県立を維持して、県立のネッ

トワークを生かした方が、職員の確保や病院

の役割分担が可能です。       (続く) 

 

昨
年
度
の
決
算
審
査
を
主
な
内
容
と
す

る
９
月
定
例
議
会
が
、
１
日
に
始
ま
り
ま

し
た
。
２
日
に
は
、
初
日
に
行
わ
れ
た
市

長
の
提
案
説
明
を
受
け
て
、
平
良
木
議
員

が
総
括
質
疑(

提
案
内
容
に
つ
い
て
の
質

問)
を
行
い
ま
し
た
。 

 

平
良
木
議
員
は
最
初
に
、｢

昨
年
度

は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
業
務

に
、
障
害
の
あ
る
人
や
生
活
困
窮
者
等
の

相
談
対
応
を
加
え
た
が
、
各
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
十
分
に
対
応
で
き
る

体
制
は
整
っ
た
の
か
、
各
セ
ン
タ
ー
を
運

営
す
る
法
人
の
負
担
が
重
く
な
っ
て
は
い

な
い
か｣

と
た
だ
し
ま
し
た
。 

 

市
長
は
、｢

各
セ
ン
タ
ー
で
対
応
に
苦

慮
す
る
ケ
ー

ス
に
は
、
そ

の
都
度
、
す

こ
や
か
な
く

ら
し
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー

が
助
言
し
た

り
、
共
に
相

談
や
支
援
を

行
っ
た
り
す

る
体
制
を
構

築
し
た
。
加
え
て
、
毎
月
の
事
例
検
討
会

や
、
年
３
回
の
意
見
交
換
会
、
関
係
機
関

職
員
と
の
合
同
研
修
会
を
開
催
し
、
対
応

力
向
上
を
図
っ
て
い
る｣

と
答
え
ま
し

た
。 

 

同
時
に
市
長
は
、
対
応
時
の
悩
み
や
、

課
題
が
多
く
時
間
が
掛
か
る
こ
と
、
時
間

外
や
休
日
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ケ
ー
ス
が
あ
る
こ
と
な
ど
の
苦
労
や
負
担

に
関
す
る
声
も
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

ま
し
た
。 

 

各
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
と
、
相
談
対
象
の

拡
大
に
伴
っ
て
ス
タ
ッ
フ
を
自
前
で
増
強

し
て
い
る
と
い
う
例
も
あ
り
、
過
重
負
担

に
な
っ
て
い
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。 

 
市
民
が
安
心
し
て
相
談
で
き
る
体
制
に

す
る
に
は
、
市
か
ら
の
さ
ら
な
る
支
援
が

求
め
ら
れ
ま
す
。 

 

こ
れ
ら
に
対
し
て
市
長
は
、｢

市
は
引

き
続
き
事
例
研
究
や
ケ
ー
ス
会
議
、
研
修

会
な
ど
を
通
じ
て
対
応
力
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
各
セ
ン
タ
ー
の
体
制
に
つ
い
て

も
検
討
し
て
、
支
援
体
制
の
強
化
に
取
り

組
む｣

と
答
え
ま
し
た
。 

 

次
に
平
良
木
議
員
は
、｢

新
型
コ
ロ
ナ

対
策
と
し
て
、
国
や
県
の
予
算
措
置
の
活

用
と
は
別
に
市
独
自
の
取
組
と
し
て
は
、

ど
れ
だ
け
の
こ
と
を
行
っ
て
き
た
の
か｣

と
た
だ
し
ま
し
た
。 

 

市
長
は
、｢

財
政
調
整
基
金
か
ら
約
14

億
円
を
取
り
崩
し
、 

適
宜
補
正
予
算
を

編
成
し
て
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
に
対
す
る

一
時
金
や
、
学
業
継
続
支
援
給
付
金
の
支

給
、
事
業
者
応
援
給
付
金
、
農
産
物
等
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
強
化
促
進
事
業
補
助

金
、
中
小
企
業
者
チ
ャ
レ
ン
ジ
応
援
事
業

補
助
金
な
ど
支
援
策
を
講
じ
て
き
た
。
ま

た
、
市
民
が
一
目
で
必
要
と
す
る
支
援
に

た
ど
り
つ
け
る
一
覧
を
作
っ
た
ほ
か
、
総

合
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
相
談
を
受
け
止

め
た
。
必
要
な
時
に
必
要
な
支
援
に
つ
な

げ
、
包
括
的
に
市
民
生
活
を
守
る
こ
と
が

で
き
た
も
の
と
考
え
て
い
る｣

と
答
え
ま

し
た
。 

 

し
か
し
、
財
政
調
整
基
金
は
結
局
年
度

末
に
は
88
億
円
も
残
る
結
果
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

 

コ
ロ
ナ
収
束
が
見
通
せ
な
い
中
、
経
済

的
に
苦
し
ん
で
い
る
市
民
は
い
ま
だ
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
今
こ
そ
財
政
調
整
基
金

を
思
い
切
っ
て
活
用
し
て
、
市
民
の
暮
ら

し
を
支
援
す
べ
き
で
す
。 


